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１．はじめに 
 けいはんなには産官学のさまざまな研究機関が点在して
おり，これら研究機関の連携を核としてさまざまなプロジ
ェクトが推進されている．その代表的なプロジェクトとし
て，2002 年度を初年度として 5年間の実施が予定されてい
る文部科学省知的クラスター創成事業「ヒューマンエルキ
ューブ産業創成のための研究プロジェクト」が挙げられる．
知的クラスター事業の狙いは，それぞれの地域においてそ
の特色を活かしたプロジェクトを推進することによって，
大学を核とした日本版シリコンバレーを創出することにあ
り，この事業の実施によって，大学内に蓄積されている技
術シーズを核として，新しい製品さらには事業を展開する
ことが期待されている．従って，この事業における研究者
に対する評価も，いかにすぐれた学術的な論文を書くこと
もさることながら，製品化あるいは事業化を指向した技術
の開発ならびにその知的所有権化がより大きな評価対象と
なるという特色を持つ． 
 「ヒューマンエルキューブ」とは，Life，Living，Learning
の３つのＬを表しており，このプロジェクトにおいては，
これらのＬで構成される豊かな人間生活を実現するための
さまざまな技術群を開発すると同時に，そのバランスの良
いフォーメーションの実現が課題としてあげられている．
ヒューマンエルキューブにおいては，現在 8 つの中核プロ
ジェクトが推進されており，表題にある「ネオカデン」は
その中で特に，Living と Learning に関連する４つのプロ
ジェクトを束ねるキーワードである．ネオカデンプロジェ
クトにおいては，本学会と関連の深いＩＴ技術やソフトウ
エアアルゴリズムを基盤としたプロジェクト展開が多い．
そこでここでは，ネオカデンの基本コンセプトついて概説
する． 
 
２．ネオカデンプロジェクト 
 「ネオカデン」とは，近未来の豊かなライフスタイルを
創出するための新しい生活環境機器（アプライアンス）に
搭載される技術群の総称を意味している．ネオカデンにお
いては，研究段階にある萌芽的技術の産業への展開を考え
ることもその要素の一つとして位置づけられているが，そ
れに加えて，さまざまな従来技術の融合や相互作用によっ
て新たに生まれる技術群の積極的な利用展開にも取り組ん
でいる．これは，技術のカバーするスペクトル範囲が極め
て広いわが国の技術シーズの持つ特色を活かすことによっ
て，他の国では創造できない新たな機能を有するカデン製
品を創出しようとする試みである．ここで，「カデン」とは，
従来の「家電」の領域をより広げ，人と関わり合いを持つ
周囲環境人工環境物全てを捉える概念である．ネオカデン
プロジェクトにおいては，これらのさまざまな切り口の技
術を利用して，従来の家電産業を包含し，より広い製品群
を扱う産業の創出を目指している． 
 ネオカデンプロジェクトは以下のコンセプトで展開され

ている．  
１）高度マンマシンインターフェイスを次世代家電の
中核技術として戦略的に位置づける． 
２）生活と人間を中心に据えて，協調，分散，進化，
自立を通じて総合的に機能する技術群を確立する． 
３）生体機能をシステムの一部としても利用する． 
４）これらの技術の具現化を目指したネオカデン新産
業群を創出する． 

 
 現在実施されているネオカデンプロジェクト課題を図１
に示す．この分類や研究課題からも分かるようにネオカデ
ン技術がカバーする領域はわれわれの身の回りのさまざま
な分野に及んでいる．また，これらの実施課題は，年次が
進むにつれて研究フェーズから産業育成フェーズへと移行
することになる． 
 当該技術の事業化という目標が知的クラスターには課せ
られているため，プロジェクトの推進にあたっては，知的
所有権の取り扱いが重要な項目となる．ネオカデンプロジ
ェクトにおいても初年度の 2002 年度だけにおいても特許
出願件数は 23 件であり，2003 年度分を加えると総数は 50
件を越え，当初の予想を大幅に上回っている．このことは，
米国等で通常行われている大学が持っているシーズ技術を
活用する産学連携方式は，わが国においても有効である可
能性が高いことを示唆している．さらに大学教員が各自の
技術の製品化という最終アウトプットを意識することによ
って，教員さらには共同研究者となる大学院生等の意識や
研究モチベーションに大きな影響を与えると考えられ，こ
のような試みを続けることによる創造的人材育成にも多大
なる影響を与えると期待できる． 
 
３．ネオカデンの展開例 
 ネオカデンプロジェクトではそのコンセプトの一つとし
て，高度マンマシンインターフェイスを中核技術として捉
えているため，人間と機械がよりスムーズに意思疎通でき
るシステムの具現化が当面の課題としてあげられる．その
ため，視覚，聴覚，触覚等のヒトの生体特性，ならびに脳
を中心とした知覚特性の解明とその利用等の課題が多数挙
げられている．これらのほとんどは生体特性の解明の観点
から研究ベースで進められてきたものであるが，生体機能
をシステムの一部として組み込もうとするネオカデンプロ
ジェクトにおいては，これらの生体特性を応用しようとす
る試みも既に行われている． 
 ここでは，通常は聞こえないとされている超音波領域の
音波を骨導を介して生体に提示すると「聞こえる」場合が
あるとする生理実験の結果を利用した，骨導超音波ヘッド
ホン・補聴器について紹介する．超音波とは，人間には「聞
こえない」 周波数帯域の音波と一般的には定義され，その
周波数下限は通常 20kHz とされている．従って，「聞こえる」
ということと「超音波」とは相反するように思える，しか
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し，この可聴範囲は気導音波に関するものであり，現実に
この骨導超音波は，健聴者が知覚できる．これだけでも従
来の超音波という概念からは離れてしまうことになるが，
さらに注目すべきは骨導超音波は一部の重度難聴者にも知
覚されるという事実である．このため，健聴者と難聴者の
両対象に共に「聞こえる」という点で，骨導超音波は従来
の聴覚研究の領域にはなかった異色の刺激であると考えら
れる．このような背景から，骨導超音波の「聞こえ」のメ
カニズムについては脳機能も含めて既にいくつかの検討が
加えられ，最近の研究によって健聴者と難聴者のそれぞれ
における「聞こえ」についての差異や特徴が明確になりつ
つある［１］．さらに，その特性を活かして，健聴者に対し
てはヘッドホン［２］として，難聴者に対しては補聴器［３］
としての応用を目指した研究が展開されている． 
 このヘッドホンでは，音声や音楽信号によって振幅変調
させた超音波信号を耳介軟骨に提示して利用する．このた
め，このヘッドホンは従来のヘッドホンとは異なり外耳道
を塞がずに，すなわち周囲環境音を遮蔽すること無しに，
音響情報を提示することができるという長所がある．しか
しながら，この「聞こえ」の原因については，軟骨組織の
有する音響非線形性等が考えられてはいるが［４］不明な
部分がまだまだ多い．この事例においても生体機能を音響
信号聴取システムの中に組み込んで用いていることになり，
生体機能をシステムの一部として組み込むとするネオカデ
ンコンセプトの具現例となっている．なおこの骨導超音波
については，ハイディフィニションオーディオ［６］と呼
ばれる 20kHz 以上の周波数をも対象にした次世代オーディ

オ技術との関連性も出てくるかもしれない。 
 
４．おわりに 
 関西文化学術研究都市のけいはんなで展開されている知
的クラスター創成事業， 「ヒューマンエルキューブ産業創
成のための研究プロジェクト」におけるネオカデンプロジ
ェクトについてその概略を紹介した．ネオカデンプロジェ
クトは，生体機能をそのシステムの一部として利用するこ
とをそのコンセプトとしての大きな特徴がある． 
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図１ ネオカデンプロジェクト

Fig.1 Neo－kaden project 
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